
第６章　実現に向けて第６章　実現に向けて

本ビジョンの実現に向けて、市民の理解と協力のもとに、鹿児島市コミュニティビジョン推進戦
略会議（仮称）や庁内連絡会を設置し、推進方策を協議・検討するとともに、地域コミュニティ組
織間の有機的な連携（結い）を強化するためのモデル事業の実施・拡大を図ります。

① 鹿児島市コミュニティビジョン推進戦略会議（仮称）の設置等

本ビジョンの戦略的な施策推進を図るため、「鹿児島市コミュニティビジョン推進戦略会議（仮
称）」を設置します。この会議は、学識経験者、地域コミュニティ組織代表、市民代表からなり、
①コミュニティビジョン推進施策の協議・検討（連携組織の形成、支援策、動機づけ方策など）
②事業の評価・検証

を行います。
また、これまで地域コミュニティ組織に関する所管はそれぞれの分野（テーマ）毎に対応してき

ましたが、組織横断的な庁内連絡会を設置し、鹿児島市コミュニティビジョン推進戦略会議（仮称）
と有機的な連携を図りながら、推進施策の検討、制度設計、庁内調整を行い、地域担当職員制や一
括補助金などについても検討します。

＜鹿児島市コミュニティビジョン推進戦略会議（仮称）の設置等＞
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＜今後の事業展開（全体スケジュール）＞

② モデル事業の実施

鹿児島市コミュニティビジョン推進戦略会議（仮称）での検討を踏まえ、地域の実情に合わせて、
連携組織の形成や支援などのモデル事業の実施地域を順次拡大します。

■モデル地域の選定と実施【初動期】
鹿児島市コミュニティビジョン推進戦略会議（仮称）での検討をもとに、地域の事情を踏まえて

モデル地域を選定し、連携組織の形成、連携組織の活動の支援などのモデル事業を実施します。

■モデル事業の順次拡大【展開期】
先行するモデル事業について評価・検証を行い、必要に応じて事業内容の改善を進めながら、モ

デル事業の実施地域を順次拡大します。
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